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安全上のご注意　
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、あなたや他の人々への危害や損
害を未然に防止するためのものです。注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示する
ために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を「警告」と「注意」に区分していま
す。 いずれもお客様の安全や機器の保全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

記号表示について
記号：危険、警告または注意を示します。

記号：禁止行為を示します。 記号の中に具体的な内容が描かれているものもあります。

記号：行為を強制したり指示したりすることを示します。 記号の中に具体的な内容が描かれ
ているものもあります。

この機器の内部を開けたり、内部の部品を
分解したり改造したりしない。
感電や火災、または故障などの原因になりま
す。 異常を感じた場合など、機器の点検修理
は必ずお買い上げの楽器店または別紙のご相
談窓口にご依頼ください。

弦の交換や調整の際、楽器に顔を近づけす
ぎない。
弦の先は鋭利になっています。指に刺したり
しないように気をつけてください。また、顔
などを楽器に近づけすぎると、不意に弦が切
れて目を傷付けるなど、思わぬけがの原因と
なることがあります。

浴室や雨天時の屋外など湿気の多いところ
で使用しない。 また、本体の上に花瓶や薬
品など液体の入ったものを置かない。
感電や火災、または故障の原因になります。

使用中に音が出なくなったり異常なにおい
や煙が出た場合は、すぐに電源アダプター
のプラグをコンセントから抜く。（電池を使
用している場合は、電池を本体から抜く。）

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

感電や火災、または故障のおそれがありま
す。 至急、お買い上げの楽器店または別紙の
ご相談窓口に点検をご依頼ください。

電源アダプターは必ず交流100Vに接続する。
エアコンの電源など交流200Vのものがあり
ます。 誤って接続すると、感電や火災のおそ
れがあります。

電源アダプターは、指定のもの（PA-3C）を
使用する。
（異なった電源アダプターを使用すると）故
障、発火などの原因になります。

濡れた手で電源アダプターのプラグを抜き
差ししない。
感電のおそれがあります。
手入れをするときは、必ず電源アダプターの
プラグをコンセントから抜く。

電源アダプターのプラグにほこりが付着し
ている場合は、ほこりをきれいに乾拭きし
てください。
感電やショートのおそれがあります。

 警告 この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う可能性が想定されます。

 注意　
この表示内容を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が
発生する可能性が想定されます。

乾電池が液漏れした場合は、漏れた液に触
れない。万一、液が目や口に入ったり皮膚
に付いたりした場合は、すぐに水で洗い流
し、医師に相談する。
失明や化学やけどなどのおそれがあります。

電源アダプターコードをストーブなどの熱
器具に近づけたり、無理に曲げたり、傷つ
けたりしない。また、電源アダプターコー
ドに重いものをのせない。
電源アダプターコードが破損し、感電や火災
の原因になります。
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電源アダプターのプラグを抜くときは、電
源アダプターコードを持たずに、必ず電源
アダプターのプラグを持って引き抜く。
電源アダプターコードが破損して、感電や火
災が発生するおそれがあります。

タコ足配線をしない。
コンセント部が異常発熱して発火したりする
ことがあります。

電源アダプターコードやプラグがいたんだ
ときは使用しない。 また、長期間使用しな
いときや落雷のおそれがあるときは、必ず
コンセントから電源プラグを抜く。
感電、ショート、発火などの原因になります。

電池は＋/ーの極性通りに正しく入れる。
正しく入れていない場合、発熱、発火、液漏
れの原因になります。

電池は一度に全部を交換する。電池は新しい
ものと古いものを一緒に使用しない。また、
種類の異なったもの（アルカリとマンガン、
メーカーの異なるもの、メーカーは同じでも
商品の異なるものなど）を一緒に使用しない。
発熱、発火、液漏れの原因になります。

電池は幼児の手の届かない所に保管する。
口に入れたりすると危険です。

使用後の電池は火中に捨てない。
発熱、破裂、発火の原因になります。
使用済みの電池は、各自治体で決められた
ルールに従って廃棄しましょう。

長時間使用しない場合は、電池を本体から
抜いておく。
電池が消耗し、電池から液漏れが発生し、本
体を損傷するおそれがあります。

他の機器と接続する場合は、すべての機器
の電源を切った上で行う。 また、電源を入
れたり切ったりする前に、必ず機器のボ
リュームを最小（0）にする。
感電または機器の損傷のおそれがあります。

直射日光のあたる場所（日中の車内など）や
ストーブの近くなど極端に温度が高くなる
ところ、逆に温度が極端に低いところ、また
ほこりや振動の多いところで使用しない。
本体のパネルが変形したり内部の部品が故障
したりする原因になります。

 注意　
この表示内容を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が
発生する可能性が想定されます。

テレビやラジオ、スピーカーなど他の電気
製品の近くで使用しない。
電気回路の影響により、テレビやラジオなど
に雑音が生じる場合があります。

不安定な場所に立てない。
機器が転倒して故障したり、お客様がけがを
したりする原因になります。

演奏時には、弓が隣の人や物などに当たらな
いよう、十分なスペースをとってください。
また演奏時以外に弓を振り回す、投げるなど
の危険行為は絶対にしないでください。
弓は、人や物に接触すると危険な形状をして
います。

本体を移動するときは、必ず電源アダプ
ターコードなどの接続ケーブルをすべて外
した上で行う。
コードをいためたり、お客様が転倒したりす
るおそれがあります。

本体を手入れするときは、ベンジンやシン
ナー、洗剤、化学ぞうきんなどは絶対に使
用しない。 また、本体上にビニール製品や
プラスチック製品などを置かない。
本体が変色/変質する原因になります。 お手入
れは、柔らかい布で乾拭きしてください。

本体の上に乗ったり重いものをのせたりし
ない。 また、ボタンやスイッチ、入出力端
子などに無理な力を加えない。
本体が破損する原因になります。

大きな音量で長時間ヘッドフォン（イヤホ
ン）を使用しない。
聴覚障害の原因になります。

不適切な使用や改造により故障した場合の保
証はいたしかねます。

長時間使用しないときは、必ず電源を切りましょう。
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ごあいさつ

このたびはヤマハサイレントバイオリンTMをお買い求めいただき、

まことにありがとうございます。サイレントバイオリンTMの機能を

充分に活用するために、この取扱説明書をよくお読みになってから

ご使用ください。

なお、ご一読いただいた後も、不明な点が生じた場合に備えて、保証

書と共に大切に保管していただきますようお願い申し上げます。
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本体/付属品

パッケージを開けたら、本体および付属品を確認してください。

SV130に加えて、以下のものが付属しています。

SV130

SV130S

● 本体 ● 単3マンガン乾電池×2本
(ご購入時のお試し用です。）

● オーディオケーブル ● ステレオインナーフォン

● 弓：4/4サイズ

● 駒

● 肩当て：KUN社製
ヤマハスペシャル

● 松脂：PIRASTRO社製
Schwarz 9005

● ハードケース
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指板（フィンガーボード）

棹（ネック）

本体各部の名称

顎当て
（チンレスト）

●フロント部

糸巻き（ペグ）

上駒（ナット）

第4弦（G）

第3弦（D）

第2弦（A）

第1弦（E）

駒（ブリッジ）

アジャスター

フレーム

テールピース

胴

エスカッション



7

●コントロール部

REVERBスイッチ
ROOM/HALL1/HALL2

POWERスイッチ
OFF/ON/REV.ON

VOLUME（ボリューム）

LINE OUT（外部出力）端子: ステレオ標準フォーン

PHONES（ステレオインナーフォン）端子:
ステレオ・ミニ

AUX IN（外部入力）端子: ステレオ・ミニ

AUX VOL（AUXボリューム）

DC-IN 9～12V
（電源アダプター接続）端子

ランプ
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演奏準備

■ 調弦について

出荷時、駒はサイレントバイオリンTM本体から外してあります。
まず駒を本体に正しく取り付けてから、調弦してください。

駒は上部の山が低い方が第1弦（E）側、高
い方が第4弦（G）側です。向きに注意して
エスカッションの中に正しく取り付けてく
ださい。  AUBERT  と印刷されている面が
テールピース側になります。

駒は胴に対して直角に立ててください。傾
いている場合は両手でそっと起こしてくだ
さい。また、それぞれの弦が駒の溝に収
まっていることを確認してください。

調弦は、第1弦がE音、第2弦がA音、第3
弦がD音、第4弦がG音です。
ピアノや音叉、チューナーなどの音に合わ
せて、糸巻を回してチューニングしてくだ
さい。糸巻きは押し込みながら回します。

調弦後、駒が胴に対して直角になっている
ことを確認してください。傾いている場合
は弦を少しゆるめてから、駒を両手でそっ
と起こしてください。

最後にアジャスターを回して微調整しま
す。

良い例

E
AD

G

第1弦側第4弦側

【テールピース側から見た図】

悪い例 悪い例

【駒は垂直に立てる】

エスカッション

テールピース

ゆるめすぎないこと

注意！ アジャスターのネジ部が
ゆるみすぎると、演奏時
の雑音の原因になります。

胴

溝
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肩当てを使用すると、バイオリンを身体に
しっかりと固定することができます。
イラストを参考にして、リア部の取り付け
穴のいずれか演奏しやすい側に、肩当ての
ピンをしっかりと差し込んでください。

* 肩当てのピンは外側に少し開いています。取り
付けの際は、一方のピンを半分くらい差し込ん
でから、もう一方のピンが取り付け穴に入るよ
うに肩当てに力を加えて入れてください。

* 肩当てを使用しなくても身体に固定できる方
は、肩当てを取り付ける必要はありません。

■ 弓について（SV130Sの付属品）

（巻き線の上に透明フィルムが巻かれている場合） このフィルムは巻き線の変色予防
の為のものです。剥がさずにお使いください。

弓は、松脂を弓毛に塗って使用します。最初に使うときは、弓全体に平均にていね
いに塗ってください。二度目以降は松脂はひかえめに塗ってください。

演奏するときは、図のネジを回して弓毛を張ってください。弓が曲がりを残しつつ
緊張し、張った毛の束が均一な帯状に見える時が最良です。弓と弓毛が平行になっ
ている場合は張り過ぎで、破損や故障の原因となります。

使用後は、必ず弓毛の張りをゆるめてください。また、弓全体に松脂の粉が付いて
いる場合は、柔らかい布で拭き取ってください。

楽器をケースにかたづける際、弓の毛は十分にゆるめて保管してください。

付属の弓以外をケースに収納する場合、弓の長さに注意してください、

肩当て
■ 肩当てについて

ピン

弓毛

ネジ部を回して弓毛の
張りを調整します。

巻き線
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アジャスターの溝

糸巻を回す
方向糸巻を回す

方向

ボール
弦

ボール

第1弦（E）用

第4弦（G）用

第2弦（A）用
第3弦（D）用

弦の巻き方向
弦の巻き方向

■ 弦の交換について

弦は古くなると、音質が劣化し、調弦しても音程が合わなくなります。
弦が古くなったと感じたら、早めに新しい弦に交換しましょう。

弦の巻き方

1. 弦を取り付ける前に、アジャスターを
調整範囲の中間くらいの位置まで回し
ておきます。（全弦とも）

2. 弦の端のボールをアジャスターに引っ
掛けます。この時、アジャスターの溝
にボールを確実に収めるようにしてく
ださい。

3. 弦を糸巻きの穴に通し、第1弦（E）、第2
弦（A）は糸巻きの右側の側面に向かっ
て、第3弦（D）、第4弦（G）は糸巻きの左
側の側面に向かって巻きます。
この時、駒が弦に引きずられて指板の
方向に倒れないように注意してくださ
い。また、それぞれの弦が駒の溝に収ま
るようにセットしてください。（駒は常
に本体に対して垂直に立てます。）
第1弦（E）には保護チューブが付いて
います。このチューブを必ず駒の上に
のせてください。

4. ピアノや音叉、チューナーなどの音に
合わせて、糸巻きを回してチューニン
グします。

調整範囲の
中間くらいの位置に

● 弦の先は鋭利になっています。指に刺したりしないように気を付けてください。

● 弦の交換や調整の際、顔を楽器に近づけすぎないようにしてください。不意に弦が切れて目を傷
つけるなど、思わぬけがの原因となることがあります。
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● 楽器を長期間使用しない場合は、弦を少しゆるめて保管してください。

第1弦（E）保護チューブ

アジャスター

5. 最後にアジャスターを回して微調整し
ます。

注意！ アジャスターのネジ部がゆる
みすぎると、演奏時の雑音の
原因になります。

ゆるめすぎないこと
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電源の準備

サイレントバイオリンTMは、電源として乾電池と家庭用コンセントの両方を使うこ
とができます。 電源の準備をする前に、本体リア部のPOWERスイッチ（OFF/ON/
REV.ON）をOFFにしてください。

■ 乾電池を使うときは

■ 家庭用コンセントから電源を取るときは

別売のヤマハ電源アダプターPA-3Cをお買い求めください。

1. 電源アダプターのDCプラグをサイレントバイオリンTMのサイド部のDC IN 9～12V
端子に、確実に差し込んでください。

2. 電源アダプターのACプラグを家庭用（AC100V）コンセントに差し込みます。

● 乾電池が入っている状態で電源アダプターを接続すると、電源は自動的にアダプター側から供給される
ようになります。

● 電源アダプターをご使用になる場合は、必ず指定のものをご使用ください。他の電源アダプターの使用
は、故障・発火などの原因になります。このような場合は、保証期間内でも保証いたしかねる場合がござ
いますので、充分にご注意ください。

1. サイレントバイオリンTMを裏返し、
電池ブタをはずします。

2. 付属の乾電池（単3乾電池）を2本入
れます。イラストを参考に、向きを
間違えないように入れてください。

3. 電池ブタを閉めます。
燈色で点灯

単3乾電池x 2本

電池ブタ

+
_

+ _

POWERスイッチを「ON」にするとランプが緑色に、
「REV.ON」にするとランプが赤色に点灯します。

● 乾電池はすべて＋/―の極性表示どおりに正しく
入れてください。正しく入れていない場合、発火
するおそれがあります。

● 乾電池は一度に全部を交換してください。乾電池
は新しいものと古いものを一緒に使用しないでく
ださい。また、種類の異なったもの（アルカリと
マンガン、メーカーの異なるもの、メーカーは同
じでも商品が異なるものなど）を一緒に使用しな
いでください。発火する原因になります。

● 長期間使用しない場合は、乾電池を本体から抜い
ておいてください。乾電池が消耗し、液漏れによ
り本体を損傷するおそれがあります。

● 付属の乾電池はご購入時のお試し用です。

電池が少なくなるとランプが橙色
になり、音が歪んだり、リバーブ
がかからなくなったり、ノイズが
発生したりします。このような時
は以下のことに注意して乾電池を
交換してください。
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3

サイレントバイオリンTM

MDP10
（ミュージックデータプレイヤー）

伴奏データ
（フロッピーディスク）再生

CDプレイヤー

カラオケ伴奏
（CD）再生

パワードスピーカー

ステレオインナーフォン

電子メトロノーム

PAミキサーやレコーディングミキサー

電子チューナー

AC100V
コンセント

電源アダプター
（別売）

単3乾電池
×2本

または

DC-IN 9～ 12V

LINE OUT

PHONES

AUX IN

カセットレコーダー
（演奏の再生）

外部機器との接続

●コードフック使用例
電源アダプターのコードをコードフック
に引っ掛けます。(コードの抜け防止)

コードフック
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● サイレントバイオリンTMを外部機器と接続する場合は、すべての機器の電源を切った状態で接続
してください。また、外部機器の音量を最小にしてから接続してください。大音量で聴覚障害
を起こしたり、機器を損傷するおそれがあります。

● 電源が入った状態で接続コードが抜けると、機器が損傷するおそれがあります。耳に伝わる衝
撃も大きいので注意してください。

● コードを踏まないように注意してください。コードの断線や、接続の外れによる機器の損傷、
耳への衝撃などのおそれがあります。

● サイレントバイオリンTMの出力端子から送る音声信号を、直接、または外部機器を経由してサイ
レントバイオリンTMの入力端子に、絶対に戻さないでください。発振を起こし、内部機器の損傷
の原因になります。

● 市販のミニプラグ付オーディオケーブルの中にはプラグ根元
の絶縁部の径（右図A部）が大きいものがあり、本機に接続し
た際に接触不良を起こすことがあります。本機付属品と同程
度のオーディオケーブルをお使いください。

■ 入力端子 （AUX IN端子）
サイド部のAUX IN端子は、外部機器から
のステレオ音声信号を入力する端子です。
付属のオーディオケーブルで、CDプレー
ヤーやテープレコーダーなどのオーディオ
機器の出力端子と接続すれば、外部機器の
演奏をバックに練習することができます。
また、楽器練習に便利な多彩な機能を装備
した、ヤマハミュージックデータプレイ
ヤーMDP10を接続することもできます。

AUX IN端子から入力される音声信号のボ
リュームは、AUX VOLコントロールで調
整します。

■ 出力端子 （LINE OUT端子）
サイド部のLINE OUT端子は、サイレン
トバイオリンTMのステレオ音声信号を出力
する端子です。
外部スピーカー、ミキシングコンソー
ル、テープレコーダーなどの入力端子と
接続すれば、サイレントバイオリンTMの演
奏音を外部機器で鳴らしたり、録音する
ことができます。電子チューナーの
INPUT端子と接続すれば、電子楽器のよ
うに出力信号を使ってチューニングする
ことができます。

A

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によってはたいへん気になるものです。隣近所への配慮を充分にいたしましょう。
静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬ所で迷惑をかけてしまうことがあります。
適度な音量を心がけ、窓を閉めたりヘッドフォンをご使用になるのもひとつの方法です。
ヘッドフォンをご使用になる場合には、耳をあまり刺激しないよう適度な音量でお楽しみください。
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使用方法（コントロール部）

リバーブについて

1. リア部のPOWERスイッチを「ON」の
位置まで動かして、電源を入れます。
ランプが緑色に点灯します。

2. サイド部のPHONES端子に、付属の
ステレオインナーフォンを接続し、R
（右耳）/L（左耳）を間違えないように、
両耳に差し込みます。

3. 演奏してVOLUMEを回して、適度な
音量になるように調整します。

● 大きな音量で長時間イヤホン（ヘッドフォ
ン）を使用しないでください。聴覚障害の
原因になります。

サイレントバイオリンTMは、DSPリ
バーブを搭載しています。3種類のリ
バーブ効果（残響効果）をかけて演奏して
みましょう。

1. リア部のPOWERスイッチを「REV.
ON」の位置まで動かすと、ランプが赤
色に点灯し、演奏にリバーブがかかり
ます。

2. リア部のREVERBスイッチを動かし
て、3種類のリバーブモードを切り替
えます。

 ROOM（ルーム）モード............室内で演奏しているような残響が付加されます。
 HALL1（ホール1）モード ........ホールで演奏しているような残響が付加されます。
 HALL 2（ホール2）モード.......ホール1よりさらに長い残響が付加されます。

赤色で点灯

緑色で点灯
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棹 メープル

胴 スプルース

指板 黒檀

糸巻き 黒檀+樹脂のハイブリッド

駒 メープル（Aubert社製）

フレーム・顎当て・テールピース 樹脂成型品

アジャスター 4ピース（Wittner社製）

弦 ボールエンドタイプ

センサー 駒下配置方式ピエゾピックアップ

電気 ● ヘッドフォン出力
● AUX IN（ボリューム調整付）
● LINE OUT
● ボリューム
● リバーブスイッチ （ROOM/HALL1/HALL 2）
● POWERスイッチ（OFF/ON/REV.ON）

電源 ● 単3乾電池×2本/電源アダプター対応

電池寿命（連続使用時間） マンガン乾電池
● リバーブ音なし（POWERスイッチ「ON」）
20時間

● リバーブ音有り（POWERスイッチ「REV.ON」）
4時間

アルカリ乾電池
● リバーブ音なし（POWERスイッチ「ON」）
60時間

● リバーブ音有り（POWERスイッチ「REV.ON」）
12時間

弦長 328mm

寸法 587（L）×195（W）×110（H）mm

重量 650g（乾電池含む）

※ 製品の規格および仕様は、改良の際、予告なく変更する場合があります。

本体仕様
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